
医療安全への取り組み

・医療安全対策検討会議の発足（平成１３年５月～）

・医療安全対策ネットワーク整備事業（平成１３年１０月～）

ヒヤリ・ハット事例情報の収集・分析等

・医療機関における安全管理体制の強化（平成１４年４月～）

・「医療安全支援センター」の設置（平成１５年度～）

・医療事故の報告制度（平成１６年～）

医療事故事例情報の収集・分析等



従来の医療安全対策施策

・「大きな枠組み、仕組み」を作る時期

↓

今後の医療安全対策施策

・従来の施策を引き続き推進

・個別具体的な対応策を打ち出していく時期



医療事故対策緊急アピール
厚生労働大臣

医療安全の推進に関し、

「人」、「施設」、「もの」の三つの柱をたて、

新たな取り組み、対策の強化を進める。



１

１） 医師等の資質向上

２） 刑事事件とならなかった医療過誤等にか

かる医師法等上の処分及び処分された医

師・歯科医師の再教育

３） 医療機関における安全・衛生管理の徹底

―産業医制度の活用

「人」を軸とした施策



「施設」を軸とした施策

１） 事故報告の収集・分析・提供システムの構築等

２） ハイリスク施設・部署の安全ガイドライン導入

３） 手術室における透明性の向上

４） 小児救急システムの充実

５） 周産期医療施設のオープン病院化

６） 病院設計における安全思想の導入



「もの（医薬品・医療機器・情報等）」
を軸とした施策

１） 治療法選択に係るEBMの確立及びガイドラインの

作成支援

２） 薬剤等の使用に際する安全管理の徹底

３） ITの導入・活用

４） 輸血の管理強化

５） 新しい技術を用いた医療安全の推進
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医療事故を巡る最近の動き

平成16年2月

日本産婦人科医医会が、

事故の報告・教育制度を開始予定。

（平成16年度から）





医療事故を巡る最近の動き

平成16年2月

日本Endourology・ESLW学会が、

個別事故の鑑定を開始。
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